
市政方針

当初予算

〉〉4～5ページ

船長の船長の
かじ取りかじ取り

令
和
令
和 44 年度年度

　就任以来、仙北市の現

状や未来を「仙北丸」と

いう船に例えた田口市長。

　市長を船長とした仙北

丸は、全国幸福度ナン

バーワンのまちを目指し

て航海中です。

　令和 4年度、船の進路

である市政方針と目的地

まで進むための予算、主

要事業、機構改革、人事

異動をお知らせします。
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主要事業
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機構改革

〉〉11ページ

人事異動
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市
政方針

幸
福
度
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
を
目
指
し
て

幸
福
度
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
を
目
指
し
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
猛
威

が
日
本
列
島
を
襲
っ
て
お
り
ま
す
。
令
和
２

年
１
月
の
国
内
感
染
初
確
認
か
ら
早
く
も
２

年
１
か
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
私
た
ち
の

生
活
様
式
は
一
変
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
多

く
の
観
光
者
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
い
て
い

た
市
内
観
光
地
へ
の
人
流
が
途
絶
え
、
市
民

活
動
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
が
続
い
て
お

り
ま
す
。
地
元
企
業
の
経
営
や
市
民
生
活
へ

の
ダ
メ
ー
ジ
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
で
き
る

限
り
の
支
援
を
、
迅
速
に
尽
く
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

令
和
４
年
4
月
1
日

仙
北
市
長
　
田
口
　
知
明

　
そ
し
て
な
に
よ
り
市
民
の
命
を
守
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
仙
北
市
で
は
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
３
回
目
の
接
種
を
２
月
20
日
か

ら
開
始
し
ま
し
た
。
6
月
上
旬
ま
で
に
希
望

す
る
す
べ
て
の
市
民
へ
の
接
種
を
完
了
し
ま

す
。医
療
従
事
者
や
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
、

安
心
で
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ふ
る
さ
と
の
実

現
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
岸
田
内
閣
が
提
唱
し
て
い
る
「
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
」に
お
い
て
は
、

「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」
持
続
可
能
な
環
境
・

社
会
・
経
済
、
そ
れ
か
ら
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
」
幸
福
度
、
そ
し
て
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」
産
業
改
革
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

地
方
創
生
事
業

　
今
後
も
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
見
込

ま
れ
る
な
か
、
近
未
来
技
術
実
証
特
区
と

し
て
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
モ
デ
ル
事
業
の
活
用

や
、
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
対
象
区
域
の
指
定
を

目
指
し
、
最
先
端
技
術
に
よ
る
地
域
課
題
解

決
に
つ
な
げ
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
と
し
て
市
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
質
の
高
い
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

商
工
業

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

を
受
け
た
市
内
事
業
者
を
支
援
し
、
同
時
に

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
の
商
工
業
と
一
次
産

業
と
の
連
携
を
強
化
さ
せ
、
新
た
な
産
品
の

創
造
や
販
路
開
拓
、
顧
客
サ
ー
ビ
ス
へ
の
提

案
な
ど
産
業
全
体
の
高
付
加
価
値
化
に
取
り

組
み
ま
す
。

観
光
振
興

　
市
の
優
位
性
を
活
か
し
歴
史
・
文
化
、
食
、

は
じ
め
に

　

そ
の
う
え
で
、
デ
ジ
タ
ル
の
力
で
、「
暮

ら
し
」、「
産
業
」、「
社
会
」
を
変
革
し
、
地

域
を
全
国
や
世
界
と
有
機
的
に
つ
な
げ
て
い

く
取
り
組
み
、
国
が
整
備
す
る
デ
ジ
タ
ル
基

盤
の
上
に
、
共
助
の
力
を
引
き
出
し
、
各
地

域
で
全
体
最
適
を
目
指
し
た
エ
コ
シ
ス
テ
ム

の
構
築
、
そ
し
て
エ
ビ
デ
ン
ス
（
根
拠
）
を

重
視
す
る
施
策
形
成
を
進
め
る
と
あ
り
ま

す
。
こ
の
岸
田
内
閣
で
示
さ
れ
た
指
針
は
、

今
後
の
仙
北
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
を

大
き
く
示
唆
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
積
極
対
応
の
必

要
性
、
そ
し
て
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
」
を
踏
ま
え
て
、
令
和
４
年
度
の
市
政

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

幸
福
度
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の

ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

各
産
業
の
取
り
組
み

　
私
が
市
長
就
任
に
際
し
て
市
民
の
皆
さ
ま

に
お
約
束
を
し
た
、
幸
福
度
全
国
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
を
目
指
す
た
め
の
指
針「
目
標
を
も
ち
、

や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
人
が
多
い
ま
ち
」、

「
や
り
た
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る

人
が
多
い
ま
ち
」、「
日
々
の
暮
ら
し
で
生
き

が
い
を
感
じ
て
い
る
人
が
多
い
ま
ち
」、「
自

分
の
こ
と
を
大
切
に
思
っ
て
く
れ
る
人
た
ち

が
い
る
ま
ち
」、「
頼
れ
る
人
が
い
る
ま
ち
」、

「
自
分
の
居
場
所
や
役
割
が
あ
る
ま
ち
」、
こ

の
六
つ
の
実
現
に
向
け
て
、
仙
北
市
と
し
て

大
き
く
四
つ
の
方
針
を
掲
げ
ま
す
。

❶ 

コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
た

総
合
計
画
・
総
合
戦
略
の
見
直
し

　
先
般
示
さ
れ
た
国
勢
調
査
の
確
定
値
を
確

認
す
る
と
、
当
初
仙
北
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

で
示
さ
れ
た
推
計
値
よ
り
下
回
っ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在

の
コ
ロ
ナ
過
で
の
社
会
混
乱
へ
の
早
急
な
対

応
、
幸
福
度
概
念
の
認
知
向
上
が
必
要
な
こ

と
か
ら
、
総
合
計
画
・
総
合
戦
略
の
見
直
し

の
検
討
を
進
め
る
と
共
に
行
政
評
価
制
度
の

確
立
を
進
め
ま
す
。

❷
時
代
に
即
し
た
行
政
組
織
の
再
編

　
第
一
に
、
総
務
部
は
、
事
務
事
業
総
合
調

整
室
に
第
三
セ
ク
タ
ー
経
営
改
善
班
、
行
政

Ｄ
Ｘ
推
進
班
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
専
任
の

職
員
を
配
置
し
業
務
を
加
速
さ
せ
る
ほ
か
、

地
方
創
生
・
総
合
戦
略
室
を
地
方
創
生
・
総

合
戦
略
係
と
し
て
、
企
画
政
策
課
に
統
合
し

ま
す
。

　
第
二
に
、
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
は
、
歴

史
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
を
新
設
し
、
こ
れ
ま

で
建
設
課
と
文
化
財
保
護
室
で
所
掌
し
て
い

た
景
観
に
関
す
る
こ
と
を
中
心
に
、
歴
史
ま

ち
づ
く
り
法
に
も
と
づ
く
計
画
策
定
や
火
除

け
地
の
復
元
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
所
管
し

検
討
を
進
め
ま
す
。

　
第
三
に
、
市
民
福
祉
部
は
、
角
館
こ
ど
も

園
を
社
会
福
祉
法
人
は
な
さ
き
仙
北
に
移
譲

し
、
４
月
１
日
か
ら
運
営
を
開
始
し
ま
す
。

　
第
四
に
、
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
適
正

配
置
準
備
室
を
新
設
し
、
５
年
後
を
め
ど
に

小
中
学
校
の
適
正
配
置
に
つ
い
て
一
定
の
方

向
性
を
示
す
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

→
11
ペ
ー
ジ
機
構
改
革
参
照

❸
市
役
所
人
事
シ
ス
テ
ム
と
職
員
育
成
・

登
用
シ
ス
テ
ム
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

　
想
定
よ
り
も
厳
し
い
人
口
減
少
、
コ
ロ
ナ

禍
へ
の
対
応
の
必
要
性
、
大
雨
・
豪
雪
な
ど

気
候
変
動
に
鑑
み
る
と
、
仙
北
市
を
取
り
巻

く
環
境
が
決
し
て
楽
観
視
で
き
な
い
状
況
で

あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の

社
会
的
環
境
へ
の
対
応
に
は
、
仙
北
市
役
所

と
市
職
員
の
強
靭
性
が
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
市
職
員
の
能
力
向
上
を
最
大
限
に
図
る
べ

く
、
人
事
シ
ス
テ
ム
や
職
員
育
成
、
ま
た
登

用
シ
ス
テ
ム
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
取
り

組
み
ま
す
。

❹
前
例
に
と
ら
わ
れ
な
い

新
し
い
行
政
手
法
の
検
討
・
実
施

　
昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
Ｄ
Ｘ
（
デ

自
然
を
融
合
さ
せ
、
付
加
価
値
の
高
い
メ

ニ
ュ
ー
の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。
延
期
と

な
っ
て
い
る
、「
角
館
町
割
４
０
０
年
記
念

事
業
」
な
ど
の
文
化
事
業
、「
秋
田
25
市
町

村
対
抗
駅
伝
ふ
る
さ
と
あ
き
た
ラ
ン
！
仙
北

大
会
」
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
事
業
、「
角
館
桜

ま
つ
り
」に
代
表
さ
れ
る
観
光
イ
ベ
ン
ト
は
、

コ
ロ
ナ
対
応
に
工
夫
を
こ
ら
し
キ
ラ
リ
と
光

る
事
業
に
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
資
源
の
保
全
な
ど
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
理
念
に
沿
っ
て
「
ほ
ん
も
の
」
の
継
承
に

努
め
、
そ
の
う
え
で
育
ち
つ
つ
あ
る
野
外
活

動
事
業
や
、
近
い
将
来
再
開
さ
れ
る
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
受
入
態
勢
を
深
化
さ
せ
、
訪
れ
る

人
の
満
足
度
と
住
ん
で
い
る
人
の
幸
福
度
を

共
に
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

農
業

　

複
合
型
経
営
の
推
進
の
た
め
機
械
・
施

設
・
資
材
等
導
入
経
費
へ
の
支
援
を
継
続
し

ま
す
。
ま
た
、
ほ
場
整
備
事
業
の
推
進
に
よ

り
農
地
中
間
管
理
事
業
と
連
携
し
、
更
な
る

農
地
の
利
用
集
積
を
図
り
な
が
ら
、
作
業
の

効
率
化
・
省
力
化
や
生
産
性
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

市政方針市政方針

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の

動
き
を
加
速
さ
せ
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
前
提
と

し
た
庁
内
全
体
の
効
率
化
、
ま
た
市
内
全
体

や
市
役
所
と
市
民
が
迅
速
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
可
能
な
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
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